
一 般 質 問市政について問う！

不
登
校
傾
向
の
表
れ
に
対
す
る
初
動

対
応
は
。

教
育
長
／
欠
席
当
日
の
電
話
連
絡
の

ほ
か
、
欠
席
が
続
く
場
合
に
は
家
庭
訪
問

の
実
施
や
、
管
理
職
・
担
任
・
養
護
教
諭

等
で
情
報
共
有
し
欠
席
の
要
因
や
保
護
者

の
要
望
に
沿
っ
た
支
援
方
法
を
検
討
す
る

ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
護
者
に
対
し
て
は
困
り
感
を
傾
聴
し
、

関
係
機
関
の
窓
口
を
案
内
す
る
な
ど
、
悩

み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
寄
り
添

っ
た
対
応
に
努
め
て
い
る
。

別
室
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
長
／
本
市
で
は
、
様
々
な
事
情

問答問答
沼
津
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
使
途
不
明
金
に
つ
い
て
、
①
使
途
不

明
金
が
発
生
し
た
要
因
と
再
発
防
止
策
は
。

②
今
後
の
対
応
と
責
任
の
所
在
に
対
す
る

本
市
の
考
え
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
使
途
不
明
金
が

発
生
し
た
要
因
は
、
沼
津
夜
間
救
急
医
療

対
策
協
会
に
お
い
て
診
療
収
入
に
係
る
金

銭
管
理
を
長
年
同
じ
職
員
に
担
当
さ
せ
、

そ
の
業
務
の
流
れ
を
他
の
職
員
と
共
有
す

る
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
セ

ン
タ
ー
の
事
務
に
関
す
る
事
務
処
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

問答

発
災
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
迅

速
な
処
理
に
は
、
自
治
会
や
産
業
廃
棄
物

業
者
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

市
長
／
災
害
廃
棄
物
の
迅
速
な
収
集

運
搬
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
お
け
る
臨

時
集
積
所
の
早
期
選
定
及
び
開
設
と
、
臨

時
集
積
所
に
お
け
る
分
別
が
不
可
欠
な
こ

と
か
ら
、
平
時
か
ら
各
地
区
の
単
位
自
治

会
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
、
沼
津
市
環
境
衛

生
自
治
推
進
協
会
と
の
連
携
・
協
力
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
や
処
理
等
に
つ
い
て
は
、

県
内
自
治
体
と
の
相
互
援
助
の
ほ
か
、
民

問答

に
よ
り
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
保
健
室
や
相
談
室

等
で
自
ら
の
進
度
に
合
わ
せ
た
学
習
や
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
に
お
い
て

は
保
健
室
等
を
活
用
し
、
養
護
教
諭
等
が

見
守
る
中
で
教
室
や
日
常
生
活
で
は
把
握

し
に
く
い
状
況
を
早
期
に
発
見
し
、
児
童

が
安
心
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
全
校
に
相
談
室
を
設
置
し
、
児
童
生
徒

支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
生
徒
の
心
の

ケ
ア
の
み
な
ら
ず
、
学
習
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

手
続
に
来
た
ほ
ぼ
全
て
の
人
に
利
用
さ
れ

て
お
り
、
書
類
の
記
入
が
困
難
な
高
齢
者

や
外
国
人
な
ど
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

政
策
推
進
部
長
／
②
行
政
手
続
の
Ｄ
Ｘ
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
削
減
、
職
員
の
負
担
軽
減
が
見

込
ま
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個
人
認
証
機
能

や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
容
量
を
利
用
し
た

様
々
な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
先
進
事
例
等
を
参
考
に
、
市

民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

す
る
と
と
も
に
、
本
市
職
員
と
の
密
な
連

携
に
よ
り
入
金
額
に
そ
ご
が
生
じ
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
原
因
究
明
を

進
め
、
対
策
協
会
と
の
協
議
の
下
、
再
発

防
止
に
努
め
て
い
く
。
②
今
後
は
、
対
策

協
会
に
お
い
て
、
刑
事
告
訴
を
行
い
、
警

察
に
よ
る
捜
査
の
進
捗
状
況
を
考
慮
し
、

適
切
な
時
期
に
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
予

定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
件

に
係
る
最
終
的
な
責
任
に
つ
い
て
は
、
警

察
の
捜
査
状
況
や
法
的
な
整
理
を
参
考
に
、

対
策
協
会
の
会
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
対

策
協
会
の
理
事
会
で
判
断
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
粗
大
ご

み
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
に
取
り
組
む
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
／
近
年
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
を
仲
介
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組
は
全

国
の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
の

清
掃
プ
ラ
ン
ト
に
搬
入
さ
れ
る
粗
大
ご
み

を
選
別
し
、
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
資
源
を
販

売
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
や
循
環
型

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今

後
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問答

不登校児童生徒への本市の対応は

マイナンバーカード等を活用した
行政手続のＤＸ化の取組は

沼津夜間救急医療センターにおける
使途不明金発生の要因と対策は

発災時における　　　　　　　
迅速な災害廃棄物処理の取組は

浅
田
　
美
重
子

長
田
　
吉
信

植
松
　
恭
一

堤
　
　
飛
鳥

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
利
用
し

た
行
政
手
続
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
、
①
書

か
な
い
窓
口
の
取
組
は
。
②
Ｄ
Ｘ
化
推
進

に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
本
市
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で

市
民
課
や
市
民
窓
口
事
務
所
に
設
置
し
た

ら
く
ら
く
申
請
端
末
や
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票
等
が
取
得

で
き
る
ほ
か
、
市
民
課
窓
口
に
お
い
て
は
、

住
民
異
動
や
印
鑑
登
録
な
ど
の
手
続
に
つ

い
て
、
書
類
を
記
入
す
る
こ
と
な
く
申
請

で
き
る
書
か
な
い
窓
口
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。
現
在
、
住
民
異
動
な
ど
の

問答
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